
　 情報分野をはじめとする科学技術の進展や、経済のグローバル化、少子高齢化など、社会が一層大
きく変化する中で、生徒の進路等に対する考え方や抱える課題の多様化、更には規模の小さな学校の
増加など、県立高等学校の教育環境は大きく変化しています。
　こうしたことから、将来にわたって、子どもたちが幅広い出会いの中で互いに切磋琢磨しながら、
多様な学びの中で自らの進路を実現し、主体的・創造的に生きていくための力を身につけることがで
きるよう、県教育委員会では、魅力と活力ある学校づくりを目指した県立高等学校の再編について、
検討してきました。
　このたび、「滋賀県立高等学校再編計画（原案）」を取りまとめましたので、その概要をお知らせ
します。
　今後は、この原案に対する県民政策コメントや県民説明会等でのご意見を踏まえて、今年度中の計
画の策定を目指します。

　

滋賀県教育委員会

　～滋賀県立高等学校再編計画（原案）について～

社会の変化 生徒の多様化

生徒の志望や進路状況の変化

定時制・通信制課程の役割の変化

中学校卒業（予定）者数の推移と
学校規模の変化

○　ピーク時から生徒数が約6,000人減少
　　　　　　　　　　　　　【平成2年3月】　　【平成22年3月】
　　　中学校卒業者数　　20,747人　　→　　14,439人
○　１学年あたり５学級以下となる学校数は大幅に増加
　　　　【平成2年度】　　　　　　【平成23年度】
　　　４５校のうち　４校　→　４６校のうち　２２校
　　　　　　（８．９％）　　　　　　　　（４７．８％）

○　生徒の興味・関心、進路に対する考え方の多様化
○　様々な課題を抱える生徒の入学
○　依然として多い編入学による学び直し、 転入学を
  希望する生徒

○　中途退学者や不登校経験のある生徒など多様な
　生徒が入学
○　職業系専門学科を希望する生徒が減少

○　普通科高校への進学傾向の高まり
○　職業系専門学科から上級学校へ進学する生徒の
　増加

○　生徒同士の切磋琢磨する機会の減少
○　選択科目の開設や部活動などの集団活動に制約
　が生じ、学校活力が低下

　　県立高等学校の現状と課題

　

　　魅力と活力ある県立高等学校づくりに向けて

幅広い出会いや集団活動を
通して、互いに切磋琢磨でき
る豊かな教育環境の整備

生徒一人ひとりの自己実現
に向けて、生徒自らの興味・
関心や進路希望に応じた学
びの提供

本県の豊かな自然や歴史文
化、地域コミュニティなどの地
域資源を活かした教育活動
の推進

次の視点を基本として
高等学校づくりに取り組みます

　　　  魅力ある学校づくり
　　 ＜多様な学校選択肢等の提供＞
生徒の興味・関心や進路希望等に応じた
高等学校教育を提供するため、高等学校
に対する県民の期待、社会の要請などを
踏まえた上で、教育内容の質的充実を図
り、魅力ある高等学校教育を展開します

　　　  活力ある学校づくり
　　　 ＜豊かな教育環境の提供＞
多様な選択科目の開設をはじめ、部活動
や学校行事などの集団生活の活性化、施
設や設備の効果的・効率的な利用等の観
点から、県立高等学校の活力の維持向上
を図ります

これらの現状や課題に対応するため、県立高等学校の再編による環境整備が必要となっています



　Ｈ27（年度）

　 総合学科に「まちづくり系列」を設置し、地元企業や団体等と連携した地域づくりやまちづくり活動を体
験的に学習し、将来の地域社会の発展に貢献する資質と能力を育成します。

　 生徒の多様な学習ニーズに対応した柔軟な学びのシステムによる、全日制課程および定時制課程（午
後・夜間）併置の総合単位制高校を設置します（能登川高校の改編）。
　 この高校では、生徒の主体的な科目選択による学習や、様々な学習歴を持つ生徒の「学びあい」を通し
て、互いの人間性を高め、自己実現に向けて挑んでいく意欲をはぐくむ教育を推進します。
　 また、これに併せ、彦根東高校、彦根工業高校、長浜北星高校３校の定時制課程（夜間）は廃止します。
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新しいタイプの
学校の設置

全日制高校の統合

Ｈ25 Ｈ26～Ｈ24

　 国際学科で行ってきた国際理解や外国語学習に加え、地域の歴史や文化などを学び、国際的に情報発信する取
組などを通して、豊かな国際感覚や多様な文化と共生する態度を養い、地域や国際社会に貢献する資質と能力を育
成します。

　 普通科に福祉を中心として、広く健康などについても学べる 「福祉健康コース」を設置し、福祉関連施設での実習
など、地域の資源や人材を活かした教育内容の特色化と学校活力の向上を図ります。 併せて、併置される三雲養護
学校高等部分教室との交流を活かした教育内容の充実を図ります。

新しいコース等
の設置

　 石部高校、伊吹高校に併置される養護学校高等部分教室、愛知高校に併置される高等養護学校との交流を通して、
ノーマライゼーションの理念に基づく教育を推進します。

特別支援学校
との交流

　 細分化された電気系と情報系の小学科を統合し、分かりやすい学科体系に整理するとともに、化学系小
学科と建設系小学科を設置する学校の見直しにより、専門学科としての教育内容の充実を図ります。

　 農業学科の小学科の改編を行い、地域の特色を生かしつつ、消費者や需要者のニーズにあった農業
の展開や経営の多角化（６次産業化）などの学習を通して、将来の本県農業の担い手としての資質と能力
を育成します。

農業学科の
小学科改編

総合単位制高校の設置　［能登川高校の改編］
（ 彦根東高校・彦根工業高校・長浜北星高校の定時制課程の廃止 ）

長浜北星高校総合学科に 「まちづくり系列」 を設置

石部高校に 「福祉健康コース」 を設置

石部高校・伊吹高校・愛知高校に併置される特別支援学校との交流

瀬田工業高校・彦根工業高校・八幡工業高校の小学科改編および小学科集約

長浜農業高校・湖南農業高校・八日市南高校の小学科改編

　 彦根翔陽高校の総合学科で展開してきた普通・商業の系列と、彦根西高校で培ってきた家庭学科の教
育資源を家庭の系列として融合させ、普通・商業・家庭の系列で編成された総合学科を設置し、多様な学
びの充実を図ります。また、当該校のみならず、地域全体の学校活力の維持向上を図ります。

彦根西高校と彦根翔陽高校の統合

　長浜高校と長浜北高校で培われた進学指導のノウハウを活かし、より充実した進学指導体制を構築する
とともに、福祉学科や長浜高等養護学校との交流による特色ある学びの展開を図ります。 また、当該校の
みならず、地域全体の学校活力の維持向上を図ります。

　 信楽高校を甲南高校の分校とし、学校行事や部活動等の教育活動において本校と連携することにより、
学校活力の維持向上を図ります。併せて、セラミック科とデザイン科をセラミック・デザイン科とします。また、
セラミックやデザインに関する教育を本校および甲南高等養護学校における学習活動に活用します。
　 さらに、セラミック・デザイン科において、県外から入学生を募集する仕組みを導入します。

長浜高校と長浜北高校の統合

　 同一敷地内に設置されている瀬田工業高校（全日制）と瀬田高校（定時制）を統合し、全日制・定時制を
併置した工業学科として、両校が持つノウハウの蓄積や施設 ・設備を有効に活用し、専門学科としての教
育内容の充実を図ります。併せて、定時制課程の機械科と電気科を機械・電気科とします。

＜統合後の学校の所在地：彦根翔陽高校校地＞

工業学科の小学科
改編・小学科集約

信楽高校の分校化　［甲南高校信楽分校の設置］

＜統合後の学校の所在地：長浜高校校地＞

Ｑ 単位制とは？

　　学年制は、学年ごとに定
　　められた科目等を履修し、
決められた単位数を修得した
場合に進級が認定される制度
です。それに対し単位制は、
学年の区分はなく、生徒一人
ひとりが必要な科目を選択し、
卒業に必要な単位を修得する
制度です。したがって、単位
制には、原級留置（いわゆる
「留年」）はありません。

Ａ

　　全日制課程と定時制課程
　　（午後部・夜間部など）
が併置された単位制による高
校をいいます。
　定時制課程では、１日４時
間の学習を基本としますが、
生徒一人ひとりが自分に合っ
た時間割を組み、所属する課
程・部以外の授業を受けるこ
とにより、３年で卒業が可能
です。

Ｑ 総合単位制高校とは？

Ａ

　　普通教科を学びながら興
　　味・関心のある特定の分
野を深く学習するために、一
定の系統だった特色をもった
科目を配列して教育課程を編
成したものをコースといいま
す（体育コース、音楽コース
など）。

Ｑ コースと系列は、どう
いう違いがあるのです
か？

Ａ

　系列とは、総合学科におい
て、生徒自身の興味・関心や
進路の方向に沿った科目履修
ができるように、相互に関連
する普通科目や専門科目を科
目群としてまとめたものをい
います。

　　県立高校の募集定員につ
      いては、これまで通り、
中学校卒業予定者数や進学志
望の動向などを考慮して、毎
年決定するものであり、統合
による影響はありません。

Ｑ 統合により学校が減る
と募集定員も減るので
すか？

Ａ
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　　具体的な再編内容（原案）

分校化

全日制高校と
定時制高校の統合

（
　
豊
か
な
教
育
環
境
の
提
供
　
）

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

瀬田工業高校と瀬田高校の統合

　　Ｑ＆Ａ
【凡例】　：　再編年度

北大津高校・水口高校に 「国際文化コース」 を設置　［国際学科の廃止］



　

１　参加について
   　どなたでもご参加いただけますが、事前申込が必要です。なお、会場へはできるだけ公共交通機関をご利用くださ
　  い。（駐車場のない会場［大津会場］、有料駐車場のみの会場［栗東会場］もございます。）
２　申 込 方 法
　   お電話でお申し込みいただくか、下記の参加申込書（または必要事項）をＦＡＸ、電子メールにて送付してください。
３　申込締切日
　   上記を参照してください。各開催日ごとに締切日が異なります。なお、定員に達した場合は、先着順とさせていただ
　  きます。

滋賀県立高等学校再編計画（原案）に対する意見・情報を募集します

　　　　　　県民の皆さんからのご意見・情報の募集（パブリックコメント）を行います。なお、お寄せいただいたご意見・
情報は、これに対する滋賀県教育委員会の考え方を整理した上で公表することとしており、個々のご意見・情報に直
接回答はいたしませんので、あらかじめご了承願います。

１　募集期間　 平成２３年７月１３日（水）から平成２３年８月２２日（月）まで
２　提出方法　 郵送、ＦＡＸ、電子メール、県ホームページ内「しがネット受付サービス」にてご提出ください。
３　そ の 他
　○　ご意見をいただく様式は特に定めていませんが、必ず住所、氏名（法人にあたっては、名称および代表者の氏
     名）、電話番号を明記してください。なお、提供された個人情報を公表したり、本計画策定以外の目的で使用した
     りすることはありません。
　○　電話によるご意見・情報はお受けできませんので、ご承知ください。

滋賀県立高等学校再編計画（原案）の全文は、こちらでご覧いただだけます。
　　教育総務課（県庁新館４階）、県民情報室（県庁新館２階）、各環境・総合事務所行政情報コーナー
　　県ホームページ（県民政策コメント）　http://www.pref.shiga.jp/public/

　■　参加申込書　■　（　ＦＡＸ ： ０７７－５２８－４９５０　）

〒５２０－８５７７　滋賀県大津市京町４丁目１番１号

電話　　０７７－５２８－４５１３
ＦＡＸ　　０７７－５２８－４９５０
メールアドレス　saihen@pref.shiga.lg.jp

滋賀県教育委員会事務局教育総務課　教育企画室

（平成23年7月発行）

滋賀県立高等学校再編計画（原案）県民説明会を開催します

ご意見の提出、説明会参加申込・問い合わせ先

http://www.pref.shiga.jp/edu/sogo/saihenkeikaku.html

滋賀県教育委員会教育総務課　あて

 参加希望会場　（ ○を記入してください ）

　　① 大津会場　　　　　② 彦根会場　　　　　③ 長浜会場　　　　　④ 東近江会場

　　⑤ 甲賀会場　　　　　⑥ 栗東会場　　　　　⑦ 高島会場

 電話： ＦＡＸ：
 メールアドレス：

連絡先

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お名前

（ふりがな）

住　所

開催日 時間 場所 定員 申込締切
コラボしが２１　大会議室
　（大津市打出浜2-1）
ひこね燦ぱれす　多目的ホール
　（彦根市小泉町648-3）
長浜市民交流センター
               　　　　　ふれあいホール
　（長浜市地福寺町4-36）
湖東信用金庫本店　会議室
　（東近江市青葉町1-1）
サントピア水口
甲賀市共同福祉施設 教養文化室
　（甲賀市水口町北内貴1-2）
栗東芸術文化会館さきら　小ホール
　（栗東市綣2丁目1-28）
高島地域地場産業振興センター
　                　　　　　　　　視聴覚室
　（高島市新旭町旭1丁目10-1）

平成23年7月30日（土）

甲賀会場

栗東会場

高島会場

大津会場

彦根会場

長浜会場

東近江会場

14:30～16:30

平成23年8月13日（土）

平成23年8月13日（土）

7月27日（水）

7月27日（水）

7月27日（水）

8月3日（水）

8月3日（水）

8月10日（水）

8月10日（水）

200人

250人

200人

200人

140人

140人

 70人

⑤

⑥

⑦

14:30～16:30

10:00～12:00

15:00～17:00

平成23年8月 6日（土）

10:00～12:00

①

②

③

④

平成23年7月31日（日）

平成23年7月31日（日）

平成23年8月 6日（土）

15:00～17:00

10:00～12:00


